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ナースエイド業務量調査報告 
 

－ナースエイドとの効果的な役割分担により、看護職が専門性を 
 

発揮でき、効率的な看護実践が展開できる職場環境を整える－ 
 

 

              業務担当主任会 グループ活動 ２グループ 

                ○柴田郁（NICU・GCU） 

                 山内康史(14南) 原口陽子(12南) 石川美江(８北) 

                 山吹美貴(看事務) 宮田公子(救急) 草分明子(７北) 

                 早川則子(９北) 伊藤加代子(８南) 

 

【はじめに】 
 昨年度のナースエイドに関する看護研究の今
後の課題と各病棟のSWOT分析から、業務担当
主任会グループ活動で「ナースエイドとの効果
的な役割分担により、看護職が専門性を発揮で
き、効率的な看護実践が展開できる職場環境を
整える」に取り組んだ。 
 
【方法】 
 今年度の看護職の業務量調査に合わせて、ナ
ースエイドの時間帯別の業務量調査を行い、業
務の基礎値の算出と時間帯別の業務の実態を把
握し、業務改善の資料とする。 
 
【結果】 
 ナースエイドが担った業務で、最も件数が多
かったのは「状態の安定した留置物２本までの
患者の車いす移動・移送」で13,864分918件・
基礎値15.1分であった。次いで「薬品・物品補
充・収納と整理」で5,013分438件・11.5分、
「リニア以外の搬送」3,480分384件・9.1分で
あった。 
 基礎値の最も高い業務は「外回り業務」の
40.8分、次いで「看護師とともに行った特浴の
介助」23.1分、「ナースエイドが一人で行った
特浴の準備・片付け」20.0分であった。なお、
昨年度、役割分担が進んだ業務と進まなかった
業務の基礎値に大差はなかった。 
 
【考察】 
 業務担当主任会の講義の中で「業務改善の可
視化のポイント」は「数値化できないものは、
マネジメントできない」を学んだ。ナースエイ
ドの業務の基礎値を算出し、時間帯別の業務の
実態が可視化できたことは、マネジメントでき
ることを意味する。「ナースエイドとの効果的
な役割分担により、看護職が専門性を発揮でき、
効率的な看護実践が展開できる職場環境を整え
る」ことは、継続的な課題であり、終わりはな
い。患者に良質な医療を提供するために、ナー

スエイドとの協働は欠かせない。ナースエイド
にとっても働きやすい環境を整えていくととも
に、今回得たデータを次年度の業務改善に役立
てたい。 
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